
だより

より密接な地域医療連携をめざして

Nara Medical University Hospital

Of f ice o f Community

奈良県立医科大学附属病院

より密接な地域医療連携をめざして

2018  VOL. 14

第２回 連携登録医のつどいを開催しました
　平成30年10月20日、橿原観光ホテルにて、

「第２回 連携登録医のつどい」を開催いたしました。
　連携登録医のつどいは、登録医の皆様と当院との
より緊密な医療連携を図ることで、患者さんに安心
を提供できる地域完結型医療を構築することを目的
としています。
　今回は約70名の皆様にご参加いただき、盛況の
うちに幕を閉じることができました。

　また参加者へのアンケートでは、全体の感想とし
て大多数の皆様に「良かった」、「大変良かった」な
どの意見をいただきました。一方で「患者訪問やカ
ルテ閲覧などの手順がわからない」などの声もいた
だきましたので、当室の課題として今後改善をして
まいります。ご意見、ご協力ありがとうございまし
た。
　開催後早速、登録医の先生が入院患者さんの現在
の病状を確認するため当院におみえになり、今回の
つどいの反響を感じることができました。

　　　プログラム
■挨拶
　奈良県立医科大学附属病院
　　　病院長　古　家　　仁

■「地域包括ケアシステム構築　橿原地区医師会の取り組み
　　　　ケアマネージャーホットラインの導入」

　　　橿原地区医師会　会長　橋本　浩　先生

■「桜井地区の病診連携」
　　　桜井地区医師会　会長　菊川　政次　先生

■「奈良医大附属病院における　
医療の取組み」

奈良医大　地域医療連携室室長　
吉治　仁志　
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　講演会終了後は情報交換会を行いました。
　情報交換会では診療科紹介の時間を設け、循環器
内科・呼吸器内科・消化器内科・脳神経内科・整形
外科・口腔外科・小児科・耳鼻科・精神科・救急
科・総合診療科・四肢外傷センター・腎臓内科の医
師が登壇しました。
　普段書面や電話でのやり取りが多い登録医の先生
方と当院の医師とが直接顔をあわせて話し合い、地
域医療の現状について熱い意見交換がなされました。

　お忙しい中ご参加くださいました皆様、ならびに
開催にご協力をいただきました皆様には重ねて御礼
申し上げます。

当院では、連携登録医制度を推進しております

　　連携登録医の先生方は…
　　・連携登録医のつどいへの参加
　　・紹介患者さんのカルテ閲覧・患者訪問
　　・大学附属図書館の利用　…などが可能です！

　　　　　　　　　　　　　　　
　新規登録・ご利用方法については当院の地域
医療連携室のホームページをご覧いただくか、
地域医療連携室に直接お問い合わせください。

脳神経内科　杉江和馬

四肢外傷センター　河村健二

消化器内科　北出光輝

歯科口腔外科　堀田聡

腎臓内科　鮫島謙一

耳鼻咽喉科　太田一郎

整形外科　宗本充

小児科　志田泰明 循環器内科　中川仁

総合診療科　大野史郎 救急科　福島英賢

精神科　鳥塚通弘

呼吸器内科　室繁郎

おしらせ

オンライン予約枠の　　
　　　拡大を行いました

この度ご要望により、
オンライン予約システム『Ｃ＠ＲＮＡ　Connect』

消化器内科・口腔外科
皮膚科・呼吸器外科

の予約枠の拡大をいたしました！
ぜひご利用ください。
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診療科紹介

平素より当科の診療活動にご協力いただき、誠に

ありがとうございます。

当科は、脳・神経・筋の疾患を内科的専門知識と

技術をもって教育・研究・診療する診療科です。し

かし、これまで心療内科や精神科と混同されること

がある一方、脳卒中や認知症、頭痛症など頻度の多

い重要な疾患を専門的に診療する科であることが広

く知られていない状況がありました。当科の診療内

容をより一般の方々に理解していただくため、日本

神経学会の方針に基づき、2018年7月に標榜診療科

名を「神経内科」から「脳神経内科」へ変更いたし

ました。

脳神経内科学は、最近の驚異的な脳科学の進歩に

より、未解明であった多くの脳神経内科疾患のメカ

ニズムや治療法が次々と確立し、飛躍的に発展して

いる分野です。脳から脊髄、末梢神経、筋に至る神

経系における疾患を対象とし、超急性期から慢性期

疾患まで多岐にわたります。脳卒中や認知症、そし

て、国民の1／5が罹患しているとされる頭痛症、

めまいやしびれなどの頻度の多い重要なcommon 

diseaseは、当科が診療するべき重要な疾患です。

2017年10月からは当院に脳卒中センターが開設

され、脳神経外科と協力して24時間体制で診療に当

たっています。脳卒中診療は時間との勝負であり、

地域との連携が不可欠であります。

一方で、パーキンソン病や筋萎縮性側索硬化症、

脊髄小脳変性症、多発性硬化症、筋ジストロフィー

といった神経筋難病の専門的な診療も当科が活躍す

べき重要な分野です。筋炎や末梢神経障害は、筋生

検や神経生検、筋電図などの特殊な検査を行い診療

しています。画期的な治療法が開発されている難病

もあり、患者さんの日常生活動作だけではなく、生

活の質の向上が治療目標となっています。最新の診

療ガイドラインに加え、当院ならではの先端医療も

考慮して診療を行っています。また、リハビリテー

ション部に所属する脳神経内科医の診療も欠かせま

せん。ただ、罹病期間の長い慢性疾患では、特に地

域との長期にわたる連携が重要です。

これからの超高齢化社会では、脳神経内科で担

うべき脳梗塞や認知症、パーキンソン病といった患

者さんが増えることが予想されます。今後さらに、

脳神経内科医としてより地域において貢献できるよ

う、地域の先生方と連携しながら、最善の医療提供

に向けて努力していく所存です。

◆ 脳　神　経　内　科 ◆

診療科名を 脳神経内科 に変更致しました
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◆ 整　形　外　 科 ◆

　平素は当科の診療活動にご協力いただき、誠にあ

りがとうございます。整形外科について紹介させて

いただきます。

診療内容：

　整形外科は運動器全般の保存治療と手術治療を行

う診療科ですが、大きく分けて関節外科、脊椎外

科、外傷外科にわかれます。奈良医大では部位別に

脊椎・脊髄、肩関節、肘関節、手、股関節、膝関

節、足の診療班、ならびに横断的なものとして骨軟

部腫瘍、外傷、マイクロサージャリー、スポーツ医

学、リウマチ、小児整形外科、リハビリテーション

といった分野の診療班が治療を行っています。平成

22年にリウマチセンター、平成23年に人工関節・骨

軟骨再生医学講座、平成25年にスポーツ医学講座、

平成27年に手の外科学講座、平成28年に玉井進記念

四肢外傷センターが開設され、今まで以上に専門的

な診療・研究を行なっています。全ての患者さんに

より良い医療を提供すべく、「患者は我が師なり」を

スローガンに、日々、診療・研究・教育に努めてい

ます。

対象疾患：

　それぞれの分野で専門的な運動器疾患を扱ってい

ます。関節領域では、変形性関節症に対する矯正骨

切り術や人工関節置換術、また、より低侵襲な鏡視

下手術などを行なっています。さらにマイクロサー

ジャリーや超音波を用いた診療に特に力をいれてお

ります。脊椎外科領域では、椎間板ヘルニアなど一

般的なものから、内視鏡手術や高度変形矯正術、転

移性腫瘍などの手術まで行なっています。骨軟部腫

瘍領域では、地域のがん診療拠点として、運動器に

おける稀少がんを含めて、原発性・続発性腫瘍に対

する治療を集学的に各科と協力して行なっていま

す。そして、術前後のリハビリテーションも各方面

と密に連携して行い、患者さんの機能回復、QOL向

上に努めています。

　今後数年でピークを迎えると言われている、超高

齢社会における、『健康寿命』を延ばす診療を今後も

行なっていけるよう、教室員一同邁進してまいりま

す。そのためには、近隣の諸先生方や連携病院との

体制づくりが重要と考えております。これからも、

当科の診療活動にご理解、ご協力いただきますよ

う、どうぞよろしくお願いいたします。

編集・発行　奈良県立医科大学附属病院 地域医療連携室

発行／2018年1２月URL http：//www.naramed-u.ac.jp/~chiiki/
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予約担当の方へ　ご利用ください

奈良医大の予約システムをご活用ください！

奈良医大では現在、下記の
予約システムをご用意して
います！

予約システムのご利用で…

目的に合った専門医の診療を
受けることができます
受付手続きが簡略化されます
待ち時間が短縮されます

※初診予約可能な診療科の詳細は
ＨＰからご覧いただけます

■オンライン予約『C@RNA　Connect』
　　　　　　　※利用には事前登録が必要です

①　専用ＵＲＬにアクセスし、『C@RNA Connect』にログイン後、
　依頼診療科のカレンダーから予約日を選択してください。

24時間、365日予約可能！！ 

②　患者情報及び、診療情報の入力をお願いします。
※印刷したものを診療情報提供書として使用可能です。
※詳細な診療情報は、後からでも入力できます。

③　予約票を印刷して、患者さんに手渡してください。
※奈良医大地域医療連携室では、入力いただいた内容を『C@RNA Connect』を通じて確認いたします。

保存版
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■ＦＡＸ予約

①　貴院より、当院専用の「診療情報提供書（兼）予約診療登録票」に必要事項を記入し、
地域医療連携室へFAXしてください。

　　　　 FAX：０７４４－２３－９９０１
受付：月～金　8：30～16：00（祝日・12/29～1/3除く）

地域医療連携室より、予約日時を調整後、「診察予約票」を FAX にて返信いたします。
※概ね 15 分で送信します。内容により遅れる場合があります、ご了承ください。

②　貴院にて FAX 受信後、「診療情報提供書（患者紹介状）」「診察予約票」「検査データ（あ
れば）」 を患者さんに渡してください。

○○さん

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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　当院は特定機能病院であることから、症状が安定した患者さんは、原則として
紹介元医療機関への逆紹介をさせていただいております。

　また、紹介元への当院での治療経過報告にも取り組んでおります。

（※そのほか必要に応じて、専門性のある医療機関へ紹介をさせていただきます）

奈良医大では、逆紹介を
推進しています！

患者さん

高度で専門的な医療は
奈良医大で

普段の健康管理は
かかりつけ医で

奈良医大 かかりつけ医の先生方

紹介 逆紹介

2018.1２

奈良医大では、医療機関等との連携を強化し、患者紹介及び逆紹介の推進を
図りたいと考えております。

今後ともよろしくお願いいたします！

奈良県立医科大学附属病院　地域医療連携室
〒634-8522　奈良県橿原市四条町840

☎：０７４４-２２-３０５１（代）／０７４４-２９-８０２２（直通）　FAX：０７４４-２３-９９２３
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○○さん


